
『
や
よ
い
ひ
め
』に『
と
ち
お
と
め
』、

埼
玉
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
品
種
で

あ
る『
べ
に
た
ま
』─
。Ｊ
Ａ
埼
玉

中
央
東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
吉

見
営
業
所
敷
地
内
の
出
荷
場
に
、

整
然
と
箱
詰
め
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
が
運

び
込
ま
れ
る
。こ
れ
か
ら
生
産
者
同

士
が
協
力
し
、出
荷
前
の
検
品
作
業

を
行
う
と
い
う
。

　

そ
の
中
に
、同
営
業
所
副
所
長
で

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
内
野
悟
さ
ん
の
姿
が
あ
っ

た
。作
業
を
終
え
る
と
、
農
家
に
圃

場
の
様
子
を
尋
ね
、困
り
事
の
相
談

に
応
じ
る
。話
の
輪
が
数
人
に
広
が

る
こ
と
も
あ
る
。内
野
さ
ん
は
言
う
。

「
出
荷
場
は
農
家
同
士
の
情
報
交

換
の
場
。Ｔ
Ａ
Ｃ
と
し
て
、
個
別
の

訪
問
活
動
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、

生
産
者
が
集
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

共
通
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策

を
提
案
す
る
こ
と
で
、
支
援
を
よ
り

多
く
の
農
家
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
」

　

近
年
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
の

が
、
イ
チ
ゴ
の
ハ
ダ
ニ
防
除
の
労
力

を
軽
減
す
る
提
案
だ
。
埼
玉
県
吉

見
町
で
は
、一
九
五
五
年
ご
ろ
に
は

す
で
に
イ
チ
ゴ
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、

現
在
も
約
八
〇
軒
が
生
産
す
る
。

「
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
は
当
産

地
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
深
掘
り
し
て
み
る
と
、
気
象
状

況
の
変
化
で
病
害
虫
の
発
生
が
増

え
、収
穫
量
が
減
っ
て
農
家
の
生
産

意
欲
を
そ
い
で
い
る
こ
と
が
離
農
の

引
き
金
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

農
家
が
前
向
き
に
な
れ
る
提
案

　

な
か
で
も
深
刻
な
の
が
、
ハ
ダ
ニ

に
よ
る
被
害
だ
。ハ
ウ
ス
で
い
ち
ど

発
生
す
る
と
、農
薬
散
布
を
行
っ
て

も
数
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
は
困
難
だ
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
増
殖
し
、収

穫
が
ま
ま
な
ら
な
い
。「
こ
ん
な
に
苦

労
す
る
な
ら
、
イ
チ
ゴ
は
も
う
や
め

た
ほ
う
が
い
い
の
か
も
」と
い
う
農

家
の
切
実
な
声
を
、
内
野
さ
ん
は
幾

度
も
耳
に
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、「
ハ
ダ
ニ
の
発
生
に

応
じ
た
防
除
」は
ど
の
農
家
も
行
っ

て
い
た
が
、
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。最
新
の
研
究
結
果

や
対
策
事
例
を
集
め
た
内
野
さ
ん

は
発
想
を
転
換
し
、ハ
ウ
ス
で「
ハ
ダ

ニ
を
発
生
さ
せ
な
い
防
除
」を
農
家

に
提
案
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

具
体
策
は
、定
植
前
の
苗
に
高
濃

度
炭
酸
ガ
ス
処
理
で
き
る
装
置
の

導
入
と
天
敵
剤「
ミ
ヤ
コ
バ
ン
カ
ー
」

の
活
用
だ
。し
か
し
、
設
備
投
資
が

高
額
な
こ
と
や
、
新
技
術
へ
の
不
安

か
ら
、農
家
は
抵
抗
感
を
示
し
た
。

　

そ
こ
で
内
野
さ
ん
は
、
農
家
が
集

ま
る
出
荷
時
や
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
盟

友
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、「
み

ん
な
で
挑
戦
し
て
み
よ
う
」と
い
う

前
向
き
な
空
気
を
醸
成
。メ
ー
カ
ー

に
よ
る
装
置
の
展
示
会
や
、導
入
農

家
で
の
現
地
視
察
な
ど
を
企
画
し
、

根
気
強
く
そ
の
効
果
を
伝
え
た
。導

入
し
た
農
家
で
は
、薬
剤
防
除
の
回

数
が
大
幅
に
減
る
だ
け
で
な
く
、
収

穫
・
出
荷
量
が
増
え
て
、販
売
額
の

増
加
に
つ
な
が
る
な
ど
、
効
果
が
数

字
と
な
っ
て
表
れ
た
。

　

作
業
を
終
え
、
続
い
て
イ
チ
ゴ
農

家・岩
崎
健
一
さ
ん（
46
）の
圃
場
へ
。

内
野
さ
ん
の
勧
め
で「
ミ
ヤ
コ
バ
ン

カ
ー
」を
導
入
し
た
ハ
ウ
ス
を
確
認

す
る
。岩
崎
さ
ん
は
、「
内
野
さ
ん
は

ま
じ
め
で
勉
強
熱
心
。イ
チ
ゴ
の
こ

と
は
、他
の
だ
れ
で
も
な
く
、彼
に
聞

き
た
い
」と
、
強
い
信
頼
を
寄
せ
る
。

そ
の
言
葉
に
内
野
さ
ん
は
照
れ
笑

い
を
浮
か
べ
つ
つ
、
イ
チ
ゴ
の
み
ご

と
な
で
き
に
う
な
ず
い
た
。

「
農
家
の
負
担
軽
減
が
、持
続
可
能

な
経
営
、
そ
し
て
産
地
を
つ
く
る
」。

内
野
さ
ん
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念
が
、

農
家
の
パ
ワ
ー
の
源
と
な
っ
て
い
る
。

農
家
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
上
げ
、

産
地
を
未
来
へつ
な
ぐ

鈴
木
千
佳
＝
写
真  p

h
o

to
 b

y C
h
ika S

u
zu

ki

Ｊ
Ａ
全
農
Ｔ
Ａ
Ｃ
・

営
農
支
援
課
＝
企
画
協
力

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
は
、

全
国
の
産
地
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
だ
。

産
地
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

ど
ん
な
対
策
が
で
き
る
の
か
。

活
路
を
労
働
力
の
軽
減
に
見
い
だ
し
、

農
家
が
挑
戦
し
て
み
た
く
な
る
よ
う
な

真
摯
な
技
術
提
案
で
産
地
を
支
え
る

T
A
C（
地
域
農
業
の
担
い
手
に

出
向
く
担
当
者
）の
活
動
を
紹
介
す
る
。

─
─
埼
玉
県 

J
A
埼
玉
中
央

出荷場での検品作業
に 加わる内 野さん。

「高濃度炭酸ガス処
理の導入には100万
円以上かかるが、補助
金申請のサポートもし
てくれた」と農家は感
謝の言葉を口にした

TACを担当する高橋常務理事と萩原部長は、
「地域農業を持続するために、労働力の軽減
はTACの指導の基本」だと話し、積み重ねた
知識に裏打ちされた技術提案で貢献する内
野さんを評価する

［じっくり話し合おう］ 日々の営農で、なにが労力的に負担になっていますか。整理して、軽減策をTACに相談してみよう

東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、
ときがわ町、鳩山町、川島町、吉見町、東
秩父村が管内。平場では、米・麦・イチゴ・
イチジク、丘陵地では、米・麦・花卉・のら
ぼう菜、山沿いでは、特産のクジャクソウ・
ハナモモなどが生産されている。管内

は都心への通勤圏でありながら、
田園・山村の風景を色濃

く残す。

JA埼玉中央

TACについての詳しい情報は、
JA全農HPのTAC紹介ページまで

（https://www.zennoh.or.jp/tac/）

イラストはJA全農TAC・営農支援
課と地上編集部によるコラボキャ
ラクター「TACマン」

岩崎さん（左）は、就農して6年。
50mハウス8棟で複数品種のイチ
ゴを生産し、おもに圃場前で直販
する。「内野さんがいなければ現在
の経営はない」と太鼓判を押す

前列左から、イチゴ農家の野口信夫
さん（83）、篠田邦広さん（56）、JA
埼玉中央のTAC・内野さん、同JA
高橋利治常務理事、イチゴ農家・
島田佳一郎さん（73）。後列左から、
イチゴ農家・森田芳孝さん（64）、内
野雅夫さん（56）、宮澤利行さん

（68）、塚田英二さん（55）、同JAの
萩原貴男部長。今年のイチゴも
上々のできだ

高濃度炭酸ガス処理を導入した農家では、労
力が軽減されたうえ、2021年の出荷量が前
年比111％、販売金額が前年比108％に増
加（導入農家平均）。「ミヤコバンカー」の導
入で、収穫量が12％増え、農薬使用数は半
減した。また、高濃度炭酸ガス処理を行うさい
のガス充塡にかかる時間がTACとの相談に
充てられてJAとの取り引きにつながったり、農
家が導入の効果を実感したことで、TACとの
信頼関係がより強まっ
たりする成果があった。

数字の成果に加え、
TAC活動が円滑になる効果も

JA埼玉中央では、2014年からTAC3人を配
置。管内農家にたいして、専門的なアドバイス
と支援を提供することを目的に活動してきた。
当初は本店に所属していたが、よりきめ細かに
対応するため、21年度から、東・中・西部の営
農経済センターに2人ずつ、計6人を配属。
TACの業務を中心に、販売・購買事業の実務
に携わり、担い手農家が求めるJA事業を的確・
迅速に提案する体制をとっている。研修会の
講師なども務め、次世代の育成にも注力する。

TACが販売・購買業務も
担当し、的確・迅速に提案 JA埼玉中央の

ウェブサイト

T
A
C
は

地
域
農
業
の

守
り
人


